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１　はじめに

鉄道構造物等設計標準・同解説 1)（以下，設計標準と呼ぶ）において，風の影響は設計風荷重として考慮

されている。設計標準に示されている風荷重の特性値は，主に高架橋や橋梁等を対象としている。一般に地

表付近の風は上空より弱いことが知られており，盛土上の防音壁に対して，設計標準に示される風荷重の特

性値をそのまま適用することは合理的ではない。そこで，設計上の合理化を目的として，次に示す３項目を

考慮して新たな風荷重の特性値を求めた。①照査部位による区分，②再現期間による区分，③地域区分によ

る低減

２　風荷重の特性値

　一般に風荷重の特性値(Ｐｗ)は式(1)で表される。ここでは基

本風速を地上 10ｍの高度における 10 分間平均風速（Ｕ10）とし

た。基本風速（Ｕ10）は，図-1 に示すとおり気象官署の観測デ

ータから統計処理により算定した。抗力係数(ＣＤ)は風洞実験

により求めた。図-2 に実験で用いた模型のパラメ－タを,図-3

に実験結果の一部を示す。ここでは一般的な構造形式として，

盛土高さ（Ｈ）が６ｍ以下で防音壁高さ（Ｘ）を４ｍ以下の場

合にＣＤ＝1.5 とした。また，ガスト応答係数(Ｇ)は，風速の変

動の影響を考慮するための係数であり，既往の観測結果 2)を参

考にしてＧ＝1.44 と算定した。

　Ｐｗ=0.5×ρ×Ｕ102×ＣＤ×(Ｇ)　　　　　　　　　　　　(1)

　　　　ここで，Ｐｗ：風荷重の特性値(N/m
2)

　　　　　　　ρ　：空気の密度(1.25kg/m3)

　　　　　　　Ｕ10 ：基本風速(m/s)

　　　　　　　ＣＤ ：抗力係数(=1.5)

　　　　　　　Ｇ　：ガスト応答係数(=1.44)

３　設計風荷重の合理化へ向けた検討事項

（１）照査部位による区分

風荷重による防音壁の検討は，防音壁のパネルや柱など

の部材断面の照査（部材の降伏や破断）と基礎の安定の照

査（基礎の転倒・滑動）に分けられる。部材断面の照査は

比較的短時間の風による作用力に支配される。これに対し基礎の安定の照査は一定時間の継続的な風

による作用力に支配される。そこで，風荷重の特性値を算定する際，部材断面の照査に対しては基本

風速（Ｕ10）にガスト応答係数（Ｇ）を乗じることとし，基礎の安定の照査に対しては基本風速（Ｕ10）

のみを用いることとした。
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全国の年最大風速を対象として

極値統計処理を行う

風速計の設置高さと地表粗度区

分に応じて高さｈ＝10ｍに補正

解析結果を二重指数確率紙にプ

ロットして再現期待値を算出

特殊地域を除外した散布図の最

大値から基本風速Ｕ10を設定
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図-1　基本風速設定の流れ

図-2　模型のパラメータ
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（２）再現期間による区分

設計標準では，風荷重と構造物の設計耐用年数の関係

は明確にされていない。ここでは，構造物に要求される

性能と設計の実用性を勘案して，風速を再現期間により

区分することとした。一般に，最大風速がある風速を越

えない確率が 60％であれば，構造物の設計耐用年数を

50 年と 100 年とした場合，再現期間は 100 年と 200 年

に区分される。そこで，全国の気象官署における年最大

風速の観測記録を統計処理した結果，基本風速（Ｕ10）

はそれぞれ 40m/s，45m/sとなった。

（３）地域区分による低減

風の強さには地域特性があるが，ここでは再現期間ご

との基本風速（Ｕ10）は標準値として全国的に同一値を用いることとした。しかし標準値を用いて設

計を行うと，明らかに風の弱い地域では不経済な設計になる恐れがある。そこで，部材断面の照査の

み地理的位置に応じた基本風速（Ｕ10）の低減を行うこととした。なお地域区分は道路橋の設計基準
3)

4)を参考にし，低減する風荷重は基本風速（Ｕ10）を標準値から５m/s差し引いた値とする。

４  盛土上防音壁の風荷重の特性値

　以上の検討より，鉄道における盛土上防音壁の風荷重の特性値を「照査部位」，「再現期間(耐用年数)」，お

よび「地域区分による低減」の組合せで算定した結果を表-1 に示す。また，風荷重の載荷方法を図-4 に示す。

なお適用範囲は，盛土高さが６ｍ以下，防音壁高さは R.L.から４ｍ程度まで，防音壁間隔（Ｂ）は複々線程

度までを対象とする。

５  まとめ

盛土上防音壁の設計風荷重に対して，構造物の設計耐用年数等に着目して検討を行った。ここで得られた

主な内容をまとめると以下の通りである。

(1) 照査部位による区分，再現期間による区分，および地域区分による低減を行った結果，盛土上防音壁の

風荷重の特性値が新たに求まり，設計上の合理化が図られた。

(2) 設計耐用年数と再現期間の関係が明確にされたことで，所要の設計耐用年数に応じた風荷重の特性値の

算出が可能となり，性能規定型の設計手法に対応できると考えられる。
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図-4　設計風荷重の載荷方法

表-1　盛土上防音壁の風荷重特性値

図-3　風洞実験結果
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